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1. はじめに 

 人工知能（AI）の活用が進む近未来の課題と

して，技術者の責任，公平性やプライバシーな

ど倫理的側面で生じる多様な論点が指摘されて

いる．これらの論点を巡る AI 倫理の理解と対話

を促す方法として，ビジネスや医療，法曹の現

場教育で用いられているケース教育を応用し活

用できる．ケース教育の教材は，分析やディス

カッション中心の教育手法のもとで活用されて

おり，各分野の教育現場で効果を上げている． 

 本研究では，AI 倫理の論点を扱うケース教材

を新たに開発し，理系院生を対象に教育プログ

ラムを展開した．ここでは，開発した AI 倫理ケ

ース教材を紹介すると共に，ケースによる AI 倫

理教育の実践から得られた知見を報告する． 

 

2. AI 倫理教育の背景と課題 

 AI 倫理にまつわる課題は，機械学習分野の技

術特性にまつわる議論を中心に，様々な切り口

から論点が示されてきた[1]．これらの論点の帰

着として倫理綱領・指針が示される一方，内外

の技術者育成の現場では，技術者倫理としての

AI 倫理教育の重要性と必要性が指摘されている

[2,3]. 技術者教育に AI 倫理教育を組込むため

には，標準的な教育カリキュラムやテキストの

整備が不可欠であるが，その整備は必ずしも十

分とはいえない．AI 倫理の理論と論点が欧米の

近代倫理思想に源流を有する点を踏まえ，一般

化された AI 倫理の問題群を改めて整理し直し，

体系的議論を促す論点の整理が必要である．更

に，AI 倫理の問題群とそれを裏付ける理論との

対応関係を整理する必要もあり，難題といえる．  

 

3. 提案―AI 倫理ケース教材の開発と活用 

 研究では技術者教育における AI 倫理教育を目

的として，ケース教材の開発と活用による AI 倫

理教育プログラムの展開を提案する． 

 

 

 具体的には，主としてこれまでビジネススク

ールにおいて実践されてきたケースメソッドに

よる経営教育を応用し，AI 倫理の問題群にテー

マを求め，ケース教材を設計開発し実験する．

ケース教育は 1900 年初頭にはハーバードビジネ

ススクールで教育方法（ケースメソッド）とし

て実践されており，方法として長きにわたる蓄

積を有する [4]．ケース教材を利用した教育は，

実践的な場面で生じる問題を疑似的に体験でき，

問題解決能力を養うのに効果的とされている． 

 社会科学分野では，リサーチを目的とする方

法論として長らく（ケーススタディ）が用いら

れてきた．そのリサーチ戦略は「現実の文脈に

おける現在の事象」に焦点が置かれ，これらは

探索，説明，記述の 3 アプローチにより構成さ

れてきた[5]．AI 倫理のケース教材も同様に，現

実の文脈で現実の事象に焦点を置くことが望ま

しい．AI 倫理の問題群が生じる場が現実の事象

に依拠しているからである．教育現場では，で

きる限りリアリティのある問題と論点を提示し

たい．同時に，AI 倫理の背景にある技術的課題

に対する適切な説明と記述も整えたい．ケース

に多少の教育目的に応じたアレンジを加えるこ

とで，ノンフィクションたる臨場感を残しつつ，

インパクトのあるストーリーが期待できる．  

 研究では，AI 倫理教育のためのケース教材の

設計開発に先立ち，様々な問題テーマを想定し

た．以下は，その一例である． 

・人種・性差別・偏見の増長 

・自動運転におけるリスク 

・画像認識によるプライバシーリスク 

・犯罪者予測システムの是非 

・就職辞退率予測サイトの是非 

・ヘイト，テロ，デマの増幅 

・AI 著作物・創作物の権利と保護 

 こうした代表的かつ重要な論点を有する AI 倫

理のトピックに関してケース教材を設計開発す

ることで，問題群に応じた教材を揃えることが

でき，それにより AI 倫理教育プログラムの体系

化を図ることができる． 
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ケースリーディング
ケース分析レポート

ピアレビュー
Q&A，ディスカッション

デブリーフィング
総括

ブリーフィング
ケース教材提⽰
図 1 Learning platform（Moodle）におけるケース教材を活用したワークショップの進行 

 

4. ケース教材の設計開発 

 西垣ら[6]は，代表的な AI 倫理の問題として，

自動運転，監視選別社会，AI による創作の 3 テ

ーマを挙げている．研究ではこのうち自動運転，

監視選別社会にまつわるケース教材を開発した．

両ケースの概要を紹介する． 

 

4-1.自動運転ケース 

ケース教材「自動運転車による事故-波多野家の

ケース」は，札幌市に住む大学院生が主人公で

ある．ある日父親が巻き込まれた自動運転車の

事故を巡って，その背景や事実が明らかになっ

ていく様子が記述されている．自動運転車の技

術的説明も踏まえ，自動運転車にかかわる人々

が何を実現しようとし，何が課題なのかを，そ

れぞれの人の思惑を背景としつつ提示する．  

 

4-2.監視選別社会ケース 

ケース教材「オンライン試験監督システム」は，

新型コロナウィルス感染症のためにオンライン

授業を余儀なくされた大学で，オンライン試験

監督システムの導入を巡ってトライアル参加の

教員や学生から数々の予期せぬ意見やコメント

が寄せられる様子を克明に記述している．主人

公は若い大学職員であり，AI による公正な試験

環境の構築と不正行為への対処，冤罪リスク，

大学経営の観点からの試験監督業務の効率化等

の幅広い論点を提供する． 

 

5. 実践方法と知見 

 前節のケース教材を用いたインクラス実験を

行った．その進行概要を図 1 に示す．ケースメ

ソッドは一般に，事前予習としてのケース分析

活動と教室内でのディスカッション活動から構

成される．本実験では，より難易度の高い遠隔

教育環境で，LMS によるワークショップ機能[7]

を利用して進行管理を行った．自動運転ケース

の議論を例にとると，学生による技術的・社会

的課題に関する議論の単語出現頻度（名詞，頻

度降順）を調べたところ，自動運転，事故，問

題，責任，自動車，必要，場合，重要，プライ

バシー，個人，技術，議論，免許といった単語

が並んだ．個人宅や生活圏の特定においてプラ

イバシー上の課題を指摘する発言や，機械に対

する運転免許の付与に言及した発言など，ケー

ス教材に対する直接的な議論に留まらず，広範

な気づきを得られる効果があることが伺えた． 

 

6. おわりに 

 本研究では AI 倫理の論点を扱うケース教材を

開発し，この教材による教育プログラムを展開

し得られた知見を報告した．今後の課題は，AI

倫理教育としての実践的知識の獲得に関する，

適切な評価方法の開発が挙げられる． 
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